
しっかりとやすりをかけることによって色がぬりやすくなります。
正確に寸法を測り、底になる部分をそろえることで、形が整います。

スリッパラック(ラダー型)

【 角 材 】

【工作用板】

×3

×3

紙やすり

四万十川檜工作用板 30×10.3×1.0cm
木製角材 2P 45×2.5×1.5cm
水性ニス メープル 80ml
アイアンフックJ型 マットブラック
木ネジ40P ブロンズ

3枚
3本
1個
1個
2箱

●

●

●

●

●

高さ：約63cm　横：約30cm

えんぴつ・じょうぎ・きり・紙やすり・のこぎり・
カッター・刷毛・紙コップ・木工用接着剤・
プラスドライバー

材料の準備をします。
角材と工作用板の角と表面を紙やすりで整えます。

スリッパラック(ラダー型)

寸法を測り、えんぴつで印をつけます。

【 角材 A 】

【 角材 B 】

【工作用板】

×2

×3

×1

45

1.25

45

1 1

1

1.25

1.251.25

1

30

5

8 8

9 9 210

10 10

10

2.5

2.5

10.3
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スリッパラック(ラダー型)

角材Bをカットし、18cmの材料を2本とります。
周囲の安全を確かめ、慎重にのこぎりでカットします。

工作用板にきりで
約1cmの深さの下穴を開けます。

スリッパラックを組み立てます。
角材A（45cm）と、カットした角材B（18cm）を木工用接着剤で接着します。

接着剤の位置

接着剤の位置

45 18

【角材A】

【角材A】

【角材B】

【角材B】

接着剤が乾いたら、角材につけた印に合わせて工作用板を置き、木工用接着剤で接着します。

2本の角材と工作用板を接
着する際に、角材の底にな
る部分（端）に、じょうぎや
まっすぐな角材などを置くこ
とで、底になる部分の高さを
そろえることができます。

接着部分の高さを
そろえるコツ

接着剤の位置底部分

じょうぎ 5 99 10 10 1010

のこぎりで切る前に、じょうぎを
当て、カッターで少し切れ目を
入れておくと、のこぎりの刃を
入れやすくなります。
けがをしないように気を付けて、
平らな場所でしっかりと板を押さ
えながら、少しずつ切りましょう。

刃物を扱う際の注意
45

8 8910 10

2.5

余り

18 18

カット部分
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水性ニスのほかにも、カラフルな
水性塗料などを使うことにより、
お好みのテイストに仕上げること
ができます。
好きな色にぬったり、お部屋の
雰囲気に合わせたりして、色を
選んでみましょう。

色の選び方

ネジをプラスドライバーで取り付け、固定します。

スリッパラック(ラダー型)

木工用接着剤が乾いたら木ネジをプラスドライバーで取り付け、補強します。

色をぬります。
刷毛を使って作品全体に水性ニスをぬり、乾かします。
水性ニスは紙コップに入れてぬります。粘度が高くぬりにくい場合は、水を入れて少しうすめましょう。

フックをつけます。
一番上の工作用板にフックを置き、えんぴつでネジ用の穴をなぞって印をつけます。
印の中心にきりで深さ約0.5cmの下穴を開けます。

木ネジサイズ：0.34×1.8cm（使用本数：12本）

2

2.5
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